
令和７年度全国学力・学習状況調査結果の教科に関する調査結果及び児童生徒質問調査
結果（主に、「学びを調整する力」）において、成果を上げている学校を、「資質・能力のバラン
スのよい育成が図られている学校」としてとらえ、その学校で行われている取組を紹介する。

【学校の事例紹介ページの見方】

 資質・能力の育成に成果を上げている
学校の事例紹介

Ⅷ

学校名はアルファベットで示す。 学校規模をイメージ
できるよう児童生徒数（R7.5.1時点）を示す。

学習基盤づくりや家庭・関係機関
との連携等に関わる特徴的な取組、
その目的、取組の具体を2事例紹
介している。
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当該学校の標準化得点、学力層、記述式問題
の正答率等について、多面的に分析し、特徴的
な成果を示している。

質問調査結果のうち、県が「学びを調整する
力」に関する項目としている下表の7つの項目の
回答状況を中心に、特徴的な成果を示している。

授業づくりに関わる特徴的な取組、
その目的、取組の具体を紹介している。

学校の規模や校務分掌等に応じて、学校
全体で上記の取組を組織的に推進するた
めの仕組みや工夫を紹介している。

R７学力向上プラン等に示している重点事項等、
県として大切にしている視点「表す活動」「学力
層や個への着目」「家庭での学習習慣」「ICT
活用」に関連している取組であることを示してい
る。

学習基盤づくり等に関わる特徴的な
取組について、その目的、取組の具体
を2事例紹介している。

（１６）
分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工

夫することはできていますか。

（３１）
授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や

文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか。

（３２） 授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた

（３３）
授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を

行っていた

（３５）
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方

に気付いたりすることができている

（３６）
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習

につなげることができている

（３７）
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりするこ

とができると思う

その学校の特徴を短いフレーズで表している。



Ｒ７全国学調で見られた成果

A小学校〈児童数：２７７名〉

・児童質問は、7項目全て全国を上回っている。 
・（３３）は最も肯定的な回答「1」と回答した児童が41.9％（全国比
＋13.2％）。まとめる活動を行っていると実感している児童が多い。

・国語のA、B層が全国と比べて約２０％多い。また、記述式の2問の正答率
は全国と比べて高い（２三は＋11.2％、３三（２）は＋18.7％）。
・算数、理科も記述式の正答率は全国と比べて全て高い。

〇 Ａ小スタンダード強化週間の設定
授業において大切にしたい学習規律「A小スタンダート」を身に付けていることができているかとい
う視点で、授業公開をして互いに研鑽し合っている。また、管理職は、表情、声、視線等、授業者として
大切にしたい振る舞い方について「リフレクションシート」をもとに授業者にフィードバックしている。

〇 「アップデートトーク」とは
個別の考えや表現を、他者と学び合い、深い考えを導き出したり、つくりだしたりすることで、
課題を解決し、友達と学ぶよさや楽しさを味わう交流活動。

1単位時間に複数回位置付け、児童同士の交流によって主眼に迫ることを目的としている。

・ 既習や前時の学習内容との比較など、話しやすい内容から「アップデートトーク」を始める。
・ 話し合いたくなる、思いや考えを揺さぶるような発問の工夫を行う。
・ 目的に応じて、ペアや班、違う意見の友達など形態を工夫する。

取り組む内容を焦点化
～チャレンジタイム～

語彙力、書く力の向上
～A小っ子ノート～

・ チャレンジタイムとして、※学びタイムⅠ＋1校時を
合わせた60分で行う。
・ 学力調査等で課題が見られた問題を中心に作成
したプリントに取り組む。

・ 学年ごとに1週間ずつ実施し、担任外の教員や地
域人材等がサポートに入る。

※学びタイムⅠは、毎朝15分間、視写・音読・計算に取り組ん
でいる帯学習の時間。

・ 学びタイムⅡ（帰りの会の前の
10分間）にその日の生活や学習
を振り返って3行日記をノートに
書く。
・ 書き終えたら、文章の中にいくつ
漢字を使ったかを数え、記録して
いく。

組織的に学力向上の取組を推進する工夫

＃学力層・個

＃表す活動
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＃表す活動

考えたことを話したい！
交流の楽しさを実感するしくみ

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）

そのために

学習意欲を高める ～交流活動「アップデートトーク」～



・児童質問において、（３５）は最も肯定的な回答「1」と回答した児童は
50.0％（全国比＋9.1％）。話し合う活動が自らの学びの深まりにつな
がっていると感じている児童が多い。

・A、B層が全ての教科で全国より多い。
・国語のA、B層は全国と比べて約２０％多い。
・記述式の正答率が全国と比べて高い。理科の１（２）は全国比＋21.3％。

〇 全職員が納得感をもって授業改善を図るための意図的・計画的な研修の工夫
① アウトプットに関する外部講師による意味付け ② 校内での実践を参観 ③ 各自で実践
学力向上に関する取組については、学力向上COを中心に、2カ月でPDCAサイクルを回している。

〇 教育委員会主催の人材育成研修
年間８回、若年教員のニーズに合わせ、研修を実施している。内容は、実践的なものを中心として
いる。また、中堅教師が研修の講師を務めるなど、総合的に人材育成を図っている。

自ら学ぶ態度の育成 ～アウトプットを促す発問の工夫～

・ 子供が学習方法（学習用具、表現方法、学習形態）を選択する。
・ 子供の思考に働きかけ、友達に伝えたくなる、友達の考えを知りたくなるように発問を工夫する。

定着状況を把握
～個人カルテ～

個人カルテと連動
～ドリルタイム～

・ 各学年における算数科の内容が定着しているか
を問う問題を学校独自で作成し、その結果をま
とめたものが個人カルテである。このカルテは
子供も教師も共有する。

・ どの学年のどの内容が身に付いていないか等
の個人の実態を把握できるため、学力層に応じ
た支援に活用している。

・ 週4回、５校時前に15分間設定する。
・ 基礎的・基本的な技能の定着のため
に取り組む。

・ 子供は自分の個人カルテをもとに、
取り組む内容を自己決定する。

・ 計算、記述式の読解ドリル、言葉のき
まり（語彙）等に取り組む。

＃学力層・個＃ICT活用

＃表す活動
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組織的に学力向上の取組を推進する工夫

＃学力層・個

妥当性 ○○は正しいですか。

関連性 ○○と△△の同じところはどこですか。

簡潔性 どの考えが簡単にできますか。

正確性 どの考えが正確にできますか。

一般性 いつでも〇〇の考えは使えますか。

能率性 どの考えがよいと思いましたか。

＃学力層・個

B小学校〈児童数：１７１名〉
子供が自分で選ぶ、決める
そのための「材料」がある

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）



・児童質問は、多くの項目で最も肯定的な回答「１」の割合が高い。
・（３５）は全国比＋34.1％、（３７）は全国比＋25.6％。話し合う活動が自
らの学びの深まりにつながっている、学んだことを次の学習や実生活に
結び付けることができていると感じている児童の割合が多い。

・D層の児童の割合が全ての教科で全国より少ない。
・思考・判断・表現に係る正答率が高い（全国比 国語＋6.8％、算数＋2.3％、
理科＋4.9％）。

〇 全国学力・学習状況調査問題を活用した研修の実施
①職員みんなで調査問題を実際に解き、どのようなことを問われているかを知る。
②その問題を解くために必要な力や5年生までに身に付けておく内容を確認する。
③自分が担当する学年の子供に身に付けさせたい力を検討し、その後の取組につなげる。
④取組の評価・改善を行い、次の取組につなげる。

対話で伸びを実感 ～２つの発言の仕方と振り返り～

〇 目的に応じた発言の仕方を教師と児童で共有
・ 挙手、指名による発言
⇒意見をまとめたり、自分の考えを整理したりして学級全体に話すとき

・ 挙手をせず自由に発言
⇒感想を伝えたり、意見を交流したり、互いのつぶやきを聞いて考えを深めたりするとき
（発言が少ない友だちの発言を待つ雰囲気も醸成されている。）
〇 振り返りの価値を実感
・ 自分自身の伸び、自分の学びに友だちとの対話が有効だったか、学びをどのようにつ
なげていくかの視点から選択して記述する。

他者に認められて伸びを実感
～地域人材の活用～

記録更新で伸びを実感
～朝の学習タイム～

〇 総合的な学習の時間を中心に、地域人材を
積極的に活用
・ 「太鼓を教えてくれる〇〇さんのように上手
になりたい」という気持ちをもち、地域の方を
始め、周りの人の話を聞き、自分に取り入れ
ようとする意欲を育む。
・ 多くの人が関わることで、
地域の方からも認められ
る、ほめてもらう経験を重
ねている。

〇 朝の１０分間で、学習に必要な
技能を育成
・ タイピングタイムでは、打った文
字数を記録している。
・ 月に１回 最高記録をフォームで
集計し、子どもが伸びを確認で
きるようにしている。

＃表す活動
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組織的に学力向上の取組を推進する工夫

＃ICT活用

C小学校〈児童数：２１１名〉
発言のハードルを下げること、

他者のアドバイスに耳を傾けること

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）



〇 DCAPサイクルによる協働的・計画的な組織運営・連携の充実
D→①指標確認、指標と関わる個人のめあて設定 ②職員会議、「評価検討委員会」の事前の準
備委員会を設定 ③実行を確認

C→児童アンケートと教師アンケートをもとに、要因を分析し、課題を明確にする
A→次の課題を具体化し、終礼等で周知する
P→評価指標を確認し、子供のめあてにつなげる

「やりたい」を大事にした主体的な学び ～D小サイクル～

〇 授業と家庭学習をつなぐD小サイクル

①学習目標、内容、方法等を決める ②自分で、または
友達と挑戦する ③学びを振り返る ④自分で家庭学習を
決める ⑤家庭学習に挑戦する ⑥家庭学習を振り返る

自分で目標や計画を立てて取り組む子供が育つ
課題の解決に向けて、自分で考えて進んで取り組む子供が育つ

「毎日挑みたい」
～朝のD小タイム～

「友達と一緒にわかりたい」
～対話の振り返り～

〇 自分の課題を見つけ、集中する１５分間

・ 基礎的・基本的な内容の習得を図るため
のドリルアプリの活用
・ 金曜日、家庭学習の内容を決める。月曜
日、家庭学習を振り返り、そのことについ
て友達と話し合う。
→ D小サイクルとの連動

〇 目的をもったアウトプット
「話すために書く」「書くために話す」

・ ３人グループで対話が活性化
・ 考えや表現の違いを質問し合う。
・ わかるまで話し合い、まとめる。
・ 「対話で考えは深まったか」という視点で、
対話が自分の学びにとってどうだったか
を振り返る。

＃ICT活用 ＃家庭学習

＃表す活動
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＃表す活動

D小学校〈児童数：１２３名〉
子供の意欲が続いていく

学びのサイクル

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）

組織的に学力向上の取組を推進する工夫

・全ての教科で全国よりA層が多く、D層が少ない。算数は、その傾向が強い。
・記述式全8問中7問で全国を上回っている。国３三（２）（国語の最終問題）
の正答率は81.0％で、全国比＋24.7％。

・「学びに向かう力」7項目全て全国を上回っている。
・（１６）は肯定的回答100％。（３２）では最も肯定的な回答「1」と回答し
た児童の割合が63.6％（全国比＋34.6％）。自分から学ぶことができ
ていると実感している児童が多い。



〇 効率化したマネジメントサイクル
9年間で目指す資質・能力、主体的・対話的な子供の姿を明確にした上で、検証改善のサイクル
を即時的・効率的に回すことができるように、Check（評価）→Action（改善）→Plan（計画）
→Do（実行）のCAPDのサイクルで組織を運営している。 

組織的に学力向上の取組を推進する工夫

目指す子供の姿を明確化・共有化 ～E校スタンダード～

子供の当事者意識を育む
～児童会活動の充実～

自己効力感の高揚
～漢字オリンピック・計算オリンピック～

・ 代表委員会をリアル
タイム中継で全校に
配信する。
・ 各学級の意見が代表委員会に反映さ
れていることを実感できる。
・ 子供や教員にとって、学級会のモデルに
なる。

・ 自らの伸びを実感し、自己効力感を高め
ることができるように、各学期において「１
回目のテスト実施」→「目標設定・練習」
→「２回目のテスト実施（伸びを実感）」
のサイクルで基礎的な問題のテストに取
り取り組む機会を設定する。

＃ICT活用 ＃家庭学習

＃表す活動
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E小学校〈児童数：４４８名〉みんなが「わかる」「できる」を実感！

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）

Ｅ校スタンダード（一部抜粋）

＃学力層・個

・ 全職員が共通の授業や子供の姿の
明確なイメージをもったり、授業づくりや
授業を参観する際の共通の視点とし
て活用したりする。

・ 「場面」「授業の流れ」「学習活動」「教
師の支援」「予想される子供の反応」
を明記する。
・ E校版授業チェックリストと共に研究授
業や日常的な授業づくりで活用する。

・同一集団としての伸びが見られる。
・国語において、知識・技能に係る正答率が全国を上回っている（＋5.4％）。
・記述式問題では、国語３三（２）（国語の最終問題）の正答率は67.2％（全
国比＋10.9％）、理科１（２）の正答率は75.8％（全国比＋15.3）であった。

・児童質問は、7項目全て全国を上回っている。
・（３５）は最も肯定的な回答「1」と回答した児童58.2％（全国比＋17.3％）。
話し合う活動が学びの深まりにつながっていると感じている児童が多い。



組織的に学力向上の取組を推進する工夫

・児童質問は、多くの項目で最も肯定的な回答「１」の割合が高い。
・（１６）は全国比＋19.5％、（３６）は全国比＋18.8％であった。分からな
いときに学び方を考えたり、見直して次の学習につなげたりできていると
実感できている児童の割合が多い。

・記述式全8問中6問で全国を上回っている。国語３三（２）（国語の最終
問題）の正答率は70.5％で、全国比＋14.2％。

〇 各担当同士の密な連携と役割分担
チャレンジタイム等は学力向上推進委員会、授業づくりに関する研修は研究主任が担当している。
また、主幹教諭、学力向上CO、研究主任が連携しながら、研修等を推進している。
例えば、学力向上に関する夏季校内研修を行ったときも、①授業観の転換（研究主任）、②学力
調査の結果分析（主幹教諭）、③今後の各学年における授業づくり（学力向上CO）というように
内容に合わせて、各担当者が役割分担をして研修を進めた。

主体的・協働的に学ぶ子供を育てる ～自分で決めて自分で行う学び～

・ 問題解決までの過程を共有する導入場面の工夫
全ての子供が自己選択できるように、考え方、解決方法、表現方法の選択肢を共有

・ 自分の考えをもつための多様な学びの場の設定
自力解決の後、自分の考えをもつために学ぶ相手として自分、友達、先生から選択

読解力の向上
～チャレンジタイム（15分間帯学習）～

自分で計画する
～家庭学習の取組～

・ 学力向上部が中心となり、各種学力調査
問題をもとに、解きごたえのある問題（情
報量の多い問題、記述式の問題等）への
取り組み方をスモールステップで指導する。
・ 時間内で解きごたえのある問題を解決
できるよう鍛える。

〇 学年に応じた計画的な学習の取組

例１：学習課題メニューを参考に取り組む
自主学習
（何をするか決める）

例２：週末、学習計画表に次週の家庭学
習の計画を記入する。
（いつ、どのくらいするか決める）

＃学力層・個＃ICT活用 ＃家庭学習

＃表す活動
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一人でやってみる 先生に尋ねて学ぶ 友達と一緒に学ぶ

F小学校〈児童数：６２１名〉
課題解決のために子供が決める
～誰と学ぶか 何を学ぶか～

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）



〇 生徒の実態や学校評価の結果を生かしながら検証改善
 生徒評価、保護者評価、職員自己評価は、年2回（7月と12月）同時期に行い、次のサイクルの
学力向上の取組に生かしている。学力向上部会では、学力向上プランの進捗状況や、ぐんぐん
シートのよりよい形式はどのようなものか等を協議しながら各種取組の方向付けをしている。

組織的に学力向上の取組を推進する工夫

・国語、数学ともにA、B層が全国と比べて多い。
・数学はA、B層合わせて約7割で、標準化得点（全国100）は131.9であ
り、全国と比べて正答率が20％以上高い問題が4問ある（うち記述式は
2問）。

・生徒質問は、7項目全て全国を上回っている。 
・（３５）は1と回答した生徒45.9％（全国比＋10.8％）。話し合う活動を
通じて、自分の学びが深まっていると実感している生徒が多い。

自らから考え、学びを深める ～鍵は「問い」～

・ 単元の導入では・・・
子供が解決したくなる「問い」をもてる工夫をする。
例：知的好奇心を高める問題の提示、既習事項とのズレを生む比較活動の設定

・ 対話活動では・・・
解決したい「問い」があるから、友達と話し合う必然性がある。
そして、新たな「問い」を生む。
「問い」の内容や子供の思いによって、ペア学習やジグソー学習を設定

自らの学びを
振り返る

～ぐんぐんシート～

ワクワクする学び
～探究学習 G中タイム～

・ 年度当初に学力向上部が生徒対象のガイ
ダンス及び教員対象の校内研修を実施。
取組の意義や取り組み方について、全校で
共通理解する。

・ その日に行われた授業について、1日の終
わりに振り返って記述する。
・ 日々の点検は、担任外も含めて行うことで、
取組状況を学年部で把握、共有している。

〇 STEAM教育の視点に立った探究学習
を総合的な学習の時間で実施
・ 「未来」「発明」「調査」「創造」という
キーワードから生徒がテーマを設定
する。
・ 課題解決の見通しまで教師と一緒に
考え、追究する。
・ 班内発表、学級発表会、全体発表会
といった機会を通じて、多様な視点に
触れることができるようにしている。

＃表す活動
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＃ICT活用

教科 教科

教科 教科

教科 教科
⑤

め

あ

て
⑥

め

あ

て

③
め

あ

て
④

め

あ

て

②
め

あ

て
①

め

あ

て

＃学力層・個＃表す活動

G中学校〈生徒数：５１７名〉子供の「知りたい」を実現する

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）

＃表す活動



〇 主体性・創造性を生かし、協働性を生み出す組織運営
 学校全体で行う学力向上の取組の方向性は研究部で示すが、具体的な授業づくりについては、
教科等の特性に応じて、各授業者が主体的・創造的に取り組み、取組についての情報を共有するこ
とで、教師も自己肯定感を感じながら協働的に取組を推進することができるようにしている。
 また、同一町内においても、各学校の主体性・創造性を大切にした授業づくりに取り組んでいる。

組織的に学力向上の取組を推進する工夫

・国、数のD層や理のIRTバンド１の生徒の割合が全国と比べて少ない。
・記述式全11問のうち、10問で全国を上回っている。

・生徒質問において、（１５）幸せな気持ちを感じている生徒の割合が高い。
・7項目全て肯定的回答が全国を上回っている。
・（３２）は1と回答した生徒が39.0％（全国比＋15.6％）であり、課題解
決に向けて自分から取り組んでいると実感している生徒の割合が高い。 

主体的に学びに向かう力を育む ～「学びたい！」を引き出す導入～

・ 課題把握の段階における、「あれ？どうしてだろう。」
「今日は、…を解決したい。」といった思いを引き出
す学習対象との出合わせ方の工夫や課題解決への
意欲を喚起する支援を行う。
・ 課題解決の段階における、解決の見通しをもたせ
た上で生徒に学習の進め方を委ねる時間を設定
する。

粘り強さを育む
～定期考査前の放課後自己選択学習～

自信を育む
～イブニングスタディ～

・ 放課後に、定期考査に向けて学習の進
め方を生徒が自己選択・自己決定しな
がら、課題の解決に粘り強く取り組むこ
とができるようにするために、各教科担
当が対応する質問ブース（教室）を設
定する。

・ 大学生ボランティアを活用した放課後の
高校入試対策を２月まで毎週開催する。
・ 対象教科は数学、英語とする。
・ ３年生を対象に、週に2回（同じ講座）を
開催し（一日行けなくても、別日の方に参加
可能）、高校入試の過去問題を解く。

＃表す活動
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H中学校〈生徒数：３１７名〉生徒も教師も主体的に！

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）

■既習と矛盾する
 事象の提示
■既習・生活経験

 の想起
■学習ログの活用
促進 等

■着目する視点、
 考え方の想起、
活用促進

■思考ﾂｰﾙの提示
■自他の考えの可

  視化

課題解決課題把握

教師の支援例（一部抜粋）

＃家庭学習＃学力層・個＃家庭学習＃学力層・個



組織的に学力向上の取組を推進する工夫

・国、数ともにD層の生徒の割合は全国より低い。理科におけるIRTバンド
１、２の生徒の割合は21.4％で全国（31.5％）と比べて低い。
・記述式全12問のうち、９問で全国を上回っている。特に、数学においては、
記述式5問すべて全国を上回った。

・生徒質問では、（３２）は1と回答した生徒が35.7％（全国比＋12.3％）
であり、課題解決に向けて自分から取り組んでいると実感している生徒
の割合が高い。 
・（３８）先生は分かるまで教えてくれると回答した生徒の割合が高い。

〇 方向性の共有と授業者の創意工夫の尊重
職員の主体性や創造性を促し、実情に即した対応が可能になるように、生徒ルーブリックの
作成等、学力向上に関する取組について、研究推進委員会が中心となって方向性を示すが、生徒
ルーブリックの型や方法等は授業者の創意工夫に委ね、ボトムアップ型で実践を積み重ねている。

主体的な学習の調整 ～生徒ルーブリックの作成・活用～
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個の変容を見とる
～個の変容シート～

達成感の感得
～挑む場の設定～

①定期的に実施している実力テストの結果
について、生徒一人一人の結果の変容
が分かる表を作成する。

②学年の学習指導やキャリア教育等の取組、
生徒の背景等に注目して、変容の要因を
分析する。
③大きな変容があった生徒について、その
生徒の状況等を全職員で共有し、個別の
支援に活用する。

・ 英検、数検、漢検、歴検等、各種検定の
受検奨励。

・ ボキャ検という英語の語彙力に関する
検定、しぐさ検定というコミュニケーショ
ン能力やマナーに関する検定等、Ｉ中学
校独自の検定を実施。

・ 全校で表彰する場も設定する。

＃学力層・個

I中学校〈生徒数：１３０名〉個に応じた目標にチャレンジ！

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）

生徒ルーブリックの例（一部抜粋）

＃表す活動

＃家庭学習＃学力層・個

〇 ルーブリックとは
・ 縦軸に学習の到達度を示す数レベル程度の
尺度、横軸に評価規準、交差するセルにそれぞ
れのレベルに対応するパフォーマンスの特徴を
示した記述からなる評価基準表。

・ 生徒が自らの学習の状況を把握し、主体的に
学習を調整しながら個別最適な学習を進める
ことができるようにするための、学習場面に応じ
た生徒ルーブリックを作成し、活用することで、
生徒の学びと評価の一体化を図る。



組織的に学力向上の取組を推進する工夫

・国語、数学ともにA、B層あわせて6割程度であり、全国と比べて多い。
・記述式全11問のうち、１０問で全国を上回っている。中でも、国語１四、国
語４二、数学６（２）、数学８（２）は20％以上全国を上回っている。

・生徒質問では、（３５）において肯定的回答100％である（「1」42.3％、
「２」57.7％）。話し合う活動を通じて、自分の学びが深まっていると実
感している生徒が多い。

〇 ドリームノートとちょい読みを関連づけた組織的取組
 生徒のドリームノートの内容を把握するとともにその傾向を分析し、それにつながるちょい読みを 
設定できるように、新聞の話題や情報を収集し、厳選する。校長、教頭、学力向上Co、研究主任、 
ICT担当に学校司書も加えて、より新鮮で有益な情報を提供できるようにしている。

提示・共有・保存 ～ICTの特性を最大限に取り入れた学習の工夫～

〇 ICTの特性
見せて考える（提示）、一緒に考える（共有）、
残して考える（保存）

〇 基本的な学習の流れ
・ 本時のゴールに向かうために、ICTの特性を最大限に生かす。
①既習との変化を見せて、それを根拠に自分の考えを書く。
②自分の考えを他者に伝えやすいように、情報を修正しながら一緒に考える。
③他者の表現を残し、加筆して自分の考えを再構築する。
④他者の学びを生かしながら、自らの学びを振り返る。

夢につなげる ～ドリームノート～ 社会を知る
～ちょい読み～

〇 夢を実現するドリームノート

 平成30年度から始めた自主学習ノート「ド

リームノート」を核とし、授業と家庭学習と将

来の目標をつなぐキャリア教育を推進

・ 帰りの会に「ドリームタイム」を設定し、生

徒会が放送している。 夢を共有し、応援

し合う仲間づくりを促進する。

・ その日の学習内容を振り返る（1分間）。

・ ドリームノートに、その日の授業から2教科

を自分で選び、学んだことが自分の夢に

どのようにつながるかを書く。

・ 毎朝、10分間の朝読

書の時間を設定し、

読書の習慣化を図る。

・ 水曜日は、「ちょい

読み（新聞読書）」

に取り組み、時事問題や世界の情勢に 

興味をもたせている。

・ 5つの新聞記事を掲載したプリントを

配付。生徒はその中から「気になる記

事」を１つ選び、その記事についての

自分の考えを書く。
＃家庭学習

＃表す活動
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＃表す活動

＃表す活動

＃ICT活用

J中学校〈生徒数：１０９名〉
「今の自分」を

「未来の自分」につなげる

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）



組織的に学力向上の取組を推進する工夫

・同一学年経年比較において、標準化得点が12.5ポイント向上し、同一生
徒経年比較において、 標準化得点が1.4ポイント向上している。
・理科においては、IRTバンド1、2の割合が少ない。記述式の問題において、
数学5問中3問、理科2問中2問で全国を上回っている。

・生徒質問では、（３６）（３７）で肯定的回答の割合が全国を上回っている。 
振り返りを次の学びに生かすことができていると感じている生徒が多い。

〇 「学力向上検証・研究推進委員会」での毎月の点検実施
どの月に、どの担当者が、何を提案するのかが示された年間計画をレジュメに示している。それを
もとに、先月の取組の振り返りや、今後の取組に関する協議を行い、進捗状況等を共有している。

課題と振り返りをつなぐ ～単元シートの活用～

目標と成果の自覚
～朝チャレ～

プロセスで鍛える
～３大コンクール～

・ 各曜日において5教科を実施する。
・ 学期のはじめに、個人記録表（一人
一台端末に配信）に目標平均正答
率と意気込みを入力する。
・ 練習問題に取り組んだ後、正答率を
表に入力する。
・ 学期末に、振り返りを記入する。

・ 年3回実施する。
（1学期は数学、2学期は国語、３学期は英語）

・ 次のようなプロセスで進める。
①お試しテストの実施
②個人・学級目標点の設定 ③練習
④プレテスト ⑤目標の再設定
⑥練習 ⑦本テスト ⑧振り返り

＃ICT活用

＃表す活動
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＃学力層・個

K中学校〈生徒数：２３８名〉自己調整学習で学力向上

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）

・ 「単元のめあて」、 「単元の総時数」や「各授業における学習
内容」を示した単元シートを、単元のはじめに配布し、単元の
学習の見通しがもてるよう促す。
・ 単元シートを活用した学習における基本的な流れは、下のとお
りである。生徒は毎時間、「自身が解決したい単元の課題」
を踏まえて単元シートに振り返りを書く。



組織的に学力向上の取組を推進する工夫

・同一学年経年比較において、標準化得点3.6ポイント向上している。
・数学において、標準化得点（全国100）は104.2であり、記述式5問中
4問で正答率が全国を上回っている。

・生徒質問では、（３６）（３７）で肯定的回答の割合が全国を上回っている。
・（３７）は肯定的回答が85.1％だった。学んだことを次の学びに生かすこ
とができていると感じている生徒が多い。

〇 互いの授業を参観し学び合う職員集団、生成AIの活用
授業観を転換したスタイルの授業をモデルで示す。参観者は自分の実践に取り入れて、授業を公
開する。互いに公開し合うことで、ともに授業改善を進めていく職員集団になっている。また、生徒の
テスト結果や振り返りの内容をもとに、生成AIを活用し、生徒のつまずきの傾向を整理・共有する取
組を試行している。

課題解決を通してアウトプット ～クラウド活用による学び合いの充実～

〇 生徒に委ねる時間を十分に確保するために、クラウドを効果的に活用。
・ 見通しをもつ活動
クラウドに授業の流れを提示する。

・ 考えを伝え合う活動
クラウドで共有・閲覧・参照し、他者の考えと比較できるようにする。

・ 振り返る活動
クラウドに保存・蓄積していく。

批判的思考の育成 ～生成AIの活用～ 自己選択の支援
～学校HPに学習支援サイトを掲載～

・ ガイド付き学習機能モード設定による生成AI
を活用する。「答え」ではなく、「ヒント」が出力
されるように設定して、学習者が自己決定で
きるようにする。
・ 教科によっては単元、
題材ごとのポータル
サイトを作成している。

・ 「自分で学べる動画集」や「学び
のあるサイト」等、豊富なコンテン
ツを学校ホームページに掲載し
ている。
・ 到達度テスト実施前に、 学習e
ポータル＋AI型教材の生徒一人
一人の習熟度に合わせて最適な
問題を出題するアダプティブラー
ニング教材を活用する。

＃ICT活用

＃表す活動
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＃ICT活用

＃ICT活用 ＃学力層・個

＃表す活動

L中学校〈生徒数：４７１名〉ICTのよさを最大限活用
クラウドで共有・保存、生成AIで思考を活性化

Ｒ７全国学調で見られた成果

知識及び技能の習得
思考力、判断力、表現力等の育成

学びに向かう力、人間性の涵養
（特に、「学びを調整する力」）
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